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し
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千
葉
県
我
孫
子
市
天
王
台
駅
北
口

二
〇
二
三
年
八
月

宗
悦
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ

な
ど
多
く
の
著
名
な
文
化
人
が

居
を
構
え
た
り
別
荘
を
持
っ
た
。

そ
し
て
白
樺
派
の
拠
点
と
な
っ

て
い
た
。

我
孫
子
は
利
根
川
と
手
賀
沼

の
間
の
両
総
台
地
上
の
街
。

一
九
七
〇
年
頃
か
ら
東
京
の

我
孫
子
は
江
戸
時
代
、
水
運

で
栄
え
、
利
根
川
の
主
要
な
河

岸
で
あ
っ
た
。
江
戸
か
ら
水
戸

街
道
を
通
り
、
銚
子
へ
の
道
の

分
岐
点
で
も
あ
っ
た
。

大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て｢

北
の
鎌
倉｣

と
呼
ば
れ
、
志

賀
直
哉
、
武
者
小
路
実
篤
、
柳

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
急
速
に

開
発
さ
れ
た
。

我
孫
子
駅
と
取
手
駅
が
離
れ

て
い
た
の
で
、
間
に
天
王
台
駅

が
作
ら
れ
た
。

後
に
区
画
整
理
さ
れ
、
絵
の

よ
う
な
白
樫
の
並
木
も
設
け
ら

れ
た
。

岸
田
首
相
は
福
島
原
発

の
ト
リ
チ
ウ
ム
水
問
題
で

は
国
民
の
声
、
全
国
の
漁

業
者
の
声
ど
こ
ろ
か
、
福

島
の
漁
業
者
の
声
さ
え
聞

い
て
い
な
い
。

中
国
等
、
近
隣
諸
国
の

声
も
聞
い
て
い
な
い
。

岸
田
首
相
は
ト
リ
チ
ウ

ム
を
含
む
排
水
の
海
洋
放

出
に
つ
い
て｢

周
辺
国
か

ら
一
定
の
理
解
を
得
た｣

と
豪
語
し
て
い
た
。

各
国
は
日
本
政
府
の
方

針
を
知
識
と
し
て
理
解
し

た
が
、
了
承
も
納
得
も
し

て
い
な
い
。
こ
れ
が｢

一

定
の
理
解
」
だ
。

中
国
は
日
本
か
ら
の
海

産
物
の
輸
入
を
禁
止
。
政

府
は｢

抗
議｣

を
し
て
い
る

が｢

形
だ
け
の
抗
議｣

に
見

え
る
。

放
出
前
に
中
国
と
誠
心

誠
意
議
論
す
る
の
が
政
府

の
役
目
だ
。
ト
リ
チ
ウ
ム

水
を
ど
う
処
理
す
べ
き
か
、

中
国
と
話
し
合
え
ば
良
い
。

ト
リ
チ
ウ
ム
は
四
十
年

で
一
割
に
減
る
か
ら
、
今

す
ぐ
放
出
し
な
い
で
貯
め

て
お
く
の
も
一
案
だ
。

風
評
被
害
対
策
八
百
億

円
を
更
に
数
百
億
円
積
み

増
し
す
る
と
云
う
。
そ
れ

は
新
た
な
利
権
を
生
む
。

海
洋
放
出
が
安
上
り
と
云

う
説
明
も
怪
し
い
。

向
き
合
う
相
手
は
？

自
公
政
府
は
、
外
国
が

海
産
物
を
買
わ
な
く
な
り

漁
民
が
困
っ
て
も
、
福
島

原
発
問
題
の
一
つ
の
象
徴

ト
リ
チ
ウ
ム
水
を
強
引
に

片
付
け
た
い
よ
う
だ
。

福
島
原
発
を
片
付
け
、

各
地
の
原
発
を
再
稼
働
す

れ
ば
原
子
炉
の
燃
料
棒
を

買
う
事
に
な
る
。

自
公
政
権
が
一
生
懸
命

向
き
合
お
う
と
し
て
い
る

の
は
、
日
本
に
燃
料
棒
を

売
る
米
国
企
業
で
あ
り
、

米
国
で
は
な
い
か
？

そ
し
て
原
発
関
連
の
大

企
業
だ
け
で
は
な
い
の
か
？

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？

岸田首相の聞く力はどこを向いているのか


